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１．研究計画の概要

京都議定書で採用されたいわゆる京都メカ

ニズムのうち，プロジェクトベースのクリー

ン開発メカニズム（CDM）と共同実施について

，まず，①それらの制度設計について，進行

中の議論を踏まえながら，吟味と提言を行い

，また②途上国にたいする技術移転を介した

長期動学的効果の分析を行い，ひいては③い

わゆるポスト京都の課題にたいする含意の分

析を行う。また，メカニズム全般の中での位

置づけも考察する。

２．研究の進捗状況

プロジェクトベースのメカニズムの制度設

計については，順調なスタートとともに生じ

ている拡大の要請の中で，これまでのオプシ

ョンと組み合わせながら，これらの拡大要請

がもたらしうる効果の検証を理論的に行って

きた。とくに，事前事後ベースラインと呼ん

でいる比較がもたらす効果を，不完全競争産

業のもとで評価し，また，動学的な設定の下

でのプロジェクト間の誘引に与える相互影響

を吟味した。

技術の効果については，上述の動学的分析

に基づいて，もっぱら，技術発展阻害効果を

中心に検討している。

また，ポスト京都交渉への含意について，

提携形成理論の下で盛んに行われている研究

との結合にむけた準備を行った。

より広いメカニズムについては，公共財供

給理論との関連から理論的検討を加えるとと

もに，わが国の国内制度などを対象として，

理論的かつ実証的な比較検討を行う予定であ

る。

３．現在までの達成度

②おおむね順調に進展している。

（理由）

主目的であるメカニズムのパフォーマンス

の理論的比較検討と，それに基づく技術開発

誘引の検討は，順調に進行している。また，

その発信もシンポジウム等を通じて行ってき

た。

残された課題としては，ポスト京都交渉に

おけるメカニズムの位置づけを行うための枠

組み構築，プロジェクトの実態に即した改善

策，より広いメカニズム論との結合，が挙げ

られる。

４．今後の研究の推進方策

CDM 関係者への聞き取り調査，ならびに，

国連の会議等における情報収集は，これまで

も有効性が発揮されており，今後も継続して

行う。

技術開発誘引に与える効果と制度設計の問

題の動学分析に関しては，産業組織論や技術

開発，技術移転論の成果を取り入れることが

必要である。このため，これらの専門研究者

とのミーティングを重ねる必要がある。また，

検討中のオプションの実際を知るために，よ

りきめ細かなプロジェクトやベースライン方

法論の分類が必要となってきており，この作

業を，ドキュメントべースで行う予定である。

さらに，メカニズムや交渉過程の理論分析
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との結合も，国際交渉の中での位置づけをと

らえる上で必須となる。

５. 代表的な研究成果
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